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成果に関連して出版、もしくは印刷、投稿中の論文リスト

(1) このプロジェクト（同様の過去のプロジェクトも含む）での成果
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成果の概要

高密度分子雲コアでは、分子組成の空間的な不均一分布が観測されている。密度の高いコアの中
心部では一酸化炭素をはじめとする炭素系分子の存在度がコア外縁部よりも減少している。一方、
N2H+はコア内でほぼ一定の存在度、NH3は外縁部よりも中心部でやや高い存在度を示す。今ま
での研究により、炭素系分子の中心部での減少はガス分子のダストへの凍結が原因と考えられて
いる。これに対して窒素系分子が中心部でも高い存在度を示す理由は、窒素分子のダストへの吸
着エネルギーが一酸化炭素の吸着エネルギーよりも低いためと考えられてきた (Bergin & Langer
1997)。しかし、最近実験室でこれらの吸着エネルギーを測定したところ、一酸化炭素と窒素分子
のダストへの吸着エネルギーはほぼ等しいことがわかった (Oberg et al. 2005)。
そこで本研究では、一酸化炭素と窒素分子のダストへの吸着エネルギーがほぼ等しいと仮定し

て分子雲コアにおける分子組成分布とその進化を数値計算によって求めた。その結果、これらの
吸着エネルギーが等しくても観測されている分子組成分布が説明できることを示した。窒素系分
子が中心部でも減少しない理由は以下の２つである。第一に窒素分子の形成時間が長いことが挙
げられる。窒素原子から窒素分子が生成される時間スケールは、ガス－ダスト衝突による吸着時
間タイムスケールよりも長い。原子は分子よりもダストから気相に脱着しやすいと考えられる。
よって窒素原子のほとんどが窒素分子に変換されてしまうまでは窒素分子の吸着による減少をあ
る程度補うことができる。第二にコア中心部での一酸化炭素および電子の減少が挙げられる。こ
れらは N2H+の主要な反応相手である。さらに一酸化炭素の減少はコア中心部で NH3/N2H+比
を増加させる原因ともなる。
これらの結果は国際会議で発表し、現在論文執筆の準備をしている。


